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管
路
更
新
率
を
引
き
上
げ

秋
田
県
横
手
市
は
、
平
成

20
年
10
月
に
当
時
の
水
道
配

水
課
に
お
い
て
管
路
更
新
・

耐
震
化
計
画
の
課
内
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
平

成
21
年
度
か
ら
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活

用
し
た
「
管
路
情
報
シ
ス
テ

ム
」
の
導
入
を
行
い
、
管
体

調
査
に
基
づ
い
た
樹
脂
管
系

や
鋳
鉄
管
系
の
評
価
基
準
を

平
成
23
年
度
に
整
備
し
た
。

令
和
６
年
３
月
改
訂
の
「
横

手
市
水
道
事
業
計
画
」
で

は
、
令
和
20
年
度
ま
で
の
管

路
更
新
計
画
を
定
め
、
評
価

基
準
と
管
路
更
新
計
画
支
援

機
能
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
対
象

路
線
を
選
定
し
て
い
る
。

同
市
上
下
水
道

部
の
大
屋
敷
喜

信
・
水
道
課
主
査
は
「
令
和

６
年
度
末
時
点
に
お
け
る
水

道
管
の
総
延
長
は
１
０
２
４

㌔
で
、
こ
の
内
の
26
％
に
当

た
る
２
６
７
㌔
の
管
路
が
更

新
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

令
和
20
年
に
は
66
％
の
６
７

２
㌔
ま
で
増
加
す
る
見
込
み

で
す
。
こ
の
状
況
か
ら
当
市

で
は
管
路
の
年
間
更
新
率
を

０
・
３
％
か
ら
０
・
５
％
に

引
き
上
げ
て
管
路
更
新
を
進

め
て
い
き
ま
す
」
と
現
状
を

説
明
す
る
。

口
径
別
で
見
る
と
φ
１
０

０
～
１
５
０
の
中
口
径
管
が

48
％
、
φ
75
以
下
の
小
口
径

管
が
44
％
で
、
水
道
管
の

42
％
を
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ル
管

が
占
め
、
経
年
劣
化
に
よ
る

漏
水
や
破
損
、
耐
震
性
の
観

点
か
ら
、
Ｇ
Ｘ
形
ダ
ク
タ
イ

ル
鉄
管
へ
の
更
新
を
実
施
し

て
い
る
。

今
年
度
か
ら
施
工
管
理

シ
ス
テ
ム
を
導
入

同
市
の
管
路
更
新
を
取
り

巻
く
事
業
環
境
に
つ
い
て
、

泉
恵
太
・
水
道
課
主
任
は「
人

材
不
足
や
高
齢
化
を
課
題
に

挙
げ
る
管
工
事
事
業
者
が
数

多
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
管
路
工
事
の
施
工
管
理

で
は
、
長
年
繰
り
返
さ
れ
培

わ
れ
た
確
実
性
の
高
い
紙
媒

体
で
の
管
理
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
」
と
説
明
す
る
。
こ

う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
施

工
品
質
の
維
持
・
向
上
や
工

事
事
業
者
の
負
担
軽
減
・
作

業
工
数
の
短
縮
な
ど
を
目
的

日
本
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管
協
会
は
、
効
率
的
な
水
道
管
路
工
事
に
寄
与
す
る
「
施
工
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
推
奨
技
術

と
し
て
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
る
。水
道
管
路
工
事
現
場
に
お
い
て
、施
工
管
理
情
報
を
網
羅
的
に
端
末
へ
入
力
し
、

入
力
し
た
情
報
は
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
ー
に
格
納
さ
れ
、
デ
ー
タ
を
使
っ
て
必
要
な
施
工
管
理
書
類
等
を
自
動
的
に
作

成
す
る
も
の
。
施
工
管
理
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
た
秋
田
県
横
手
市
、
栃
木
県
芳
賀
中
部
上
水
道
企
業
団
、
鹿
児
島
県

姶
良
市
に
採
用
の
経
緯
、
効
果
な
ど
を
伺
っ
た
。

老
朽
管
と
漏
水
多
発
路
線

を
更
新

鹿
児
島
県
姶
良
市
の
水
道

事
業
は
、
令
和
５
年
度
末
時

点
の
給
水
人
口
が
７
万
７
５

２
９
人
、
給
水
世
帯
数
は
３

万
７
７
８
５
世
帯
。
主
な
水

源
は
地
下
水
で
、
浄
水
場
は

17
カ
所
、
配
水
池
は
29
カ
所

を
有
し
て
い
る
。
水
道
管
の

延
長
は
、
導
水
管
14
・
３
６

６
㌔
、
送
水
管
30
・
９
７
５

㌔
、
配
水
管
５
８
２
・
８
０

０
㌔
で
、
耐
震
化
率
は
、
導

水
管
27
・
６
％
、
送
水
管

７
％
、
配
水
管
13
・
９
％
。

姶
良
市
水
道
事
業
部
施
設

課
工
務
係
の
安
田
知
哉
・
主

査
は
、
現
在
進
め
て
い
る
管

路
更
新
事
業
に
つ
い
て
「
法

定
耐
用
年
数
40
年
を
経
過
し

た
老
朽
管
と
、
漏
水
の
多
発

路
線
を
対
象
と
し
て
計
画
的

に
更
新
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
際
、
道
路
改
良
工
事
に

あ
わ
せ
て
更
新
工
事
が
可
能

な
箇
所
を
優
先
的
に
実
施
す

る
な
ど
、
事
業
費
の
軽
減
に

努
め
て
い
ま
す
。
採
用
管
種

は
、
φ
１
５
０
以
上
が
Ｇ
Ｘ

形
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
、
φ

１
０
０
以
下
は
水
道
配
水
用

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
で
す
」
と

説
明
す
る
。

続
け
て
、
村
田
弘
行
・
主

任
主
査
は
「
近
年
の
年
間
更

新
延
長
は
３
～
４
㌔
で
す

が
、
人
件
費
等
の
高
騰
に
加

え
、
新
た
に
重
富
配
水
池
の

築
造
を
進
め
て
い
る
こ
と
に

伴
っ
て
、
こ
こ
数
年
は
管
路

の
更
新
延
長
が
減
少
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
重
富
配
水
池

の
築
造
と
並
行
し
て
約
４
㌔

の
送
・
配
水
管
の
新
設
工
事

を
実
施
し
て
お
り
、
令
和
９

年
度
ま
で
の
供
用
開
始
を
目

指
し
て
い
ま
す
」
と
現
状
を

語
る
。

今
年
度
よ
り「
施
工
管
理

シ
ス
テ
ム
」
を
導
入

近
年
、
水
道
管
工
事
の
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、
工
事
事

業
者
に
お
い
て
技
術
継
承
が

な
か
な
か
進
ん
で
お
ら
ず
、

経
験
不
足
の
配
管
工
が
多
い

こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

と
い
う
。

そ
う
し
た
な
か
、
管
路
の

施
工
管
理
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
「
施
工
管
理
シ
ス
テ

ム
」
を
今
年
度
よ
り
導
入
し

て
い
る
。

原
誠
・
施
設
課
長
補
佐
は

「
管
材
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
施

工
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

紹
介
が
あ
り
、
採
用
に
つ
い

て
検
討
を
は
じ
め
ま
し
た
。

管
材
メ
ー
カ
ー
か
ら
は
シ
ス

テ
ム
の
概
要
や
特
徴
を
は
じ

め
、
導
入
し
た
際
の
シ
ス
テ

ム
の
費
用
負
担
や
設
計
へ
の

計
上
方
法
な
ど
に
つ
い
て
情

報
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
近
隣
の
採
用
事
業
体
に

問
い
合
わ
せ
を
行
う
な
ど
し

た
う
え
で
、
工
事
事
業
者
の

施
工
管
理
の
レ
ベ
ル
向
上
や

施
工
品
質
の
維
持
・
向
上
、

工
事
書
類
の
作
成
の
効
率
化

や
施
工
管
理
デ
ー
タ
が
ク
ラ

ウ
ド
上
で
保
存
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
迅
速
な
共
有
に
つ

な
が
る
と
判
断
し
、
採
用
を

決
定
し
ま
し
た
」
と
導
入
ま

で
の
経
過
を
語
っ
て
く
れ

た
。な

お
、
導
入
の
前
に
は
、

工
事
事
業
者
を
対
象
に
講
習

会
を
開
催
し
た
。
シ
ス
テ
ム

の
概
要
や
導
入
効
果
な
ど
を

伝
え
る
と
と
も
に
、
講
義
に

加
え
て
デ
モ
を
通
し
て
使
用

方
法
を
説
明
し
た
。

「
書
類
作
成
の
効
率
化
を

図
る
こ
と
が
で
き
た
」な

ど
の
声
が

姶
良
市
で
は
、
φ
１
５
０

以
上
で
用
い
て
い
る
Ｇ
Ｘ
形

ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
の
布
設

工
事
に
お
い
て
、
施
工
管
理

シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
標
準
と

す
る
方
針
を
と
っ
て
お
り
、

対
象
工
事
に
は
特
記
仕
様
書

に
施
工
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し
て
施
工
管
理
を
行
う
こ

と
を
明
記
し
て
い
る
。

工
務
係
の
山
口
壘
・
主
事

は
「
施
工
管
理
シ
ス
テ
ム
を

広
く
活
用
し
て
い
く
た
め
、

利
用
に
係
る
費
用
は
市
が
負

担
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
接
合
時
に
ゴ
ム
輪
位
置

を
測
定
す
る
機
器
を
市
が
購

入
し
、
工
事
事
業
者
に
貸
し

出
し
て
い
る
ほ
か
、
シ
ス
テ

ム
使
用
料
は
技
術
管
理
費
に

て
積
み
上
げ
計
上
し
て
い
ま

す
」
と
説
明
す
る
。

こ
れ
ま
で
に
３
件
の
工
事

で
施
工
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し
、
う
ち
１
件
が
完
了
、

２
件
が
年
度
末
ま
で
に
竣
工

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

山
口
主
事
は
「
使
用
開
始
当

初
は
人
に
よ
っ
て
慣
れ
る
ま

で
に
時
間
を
要
し
、
問
い
合

わ
せ
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
工
事
事
業
者
か

ら
は
『
ゴ
ム
輪
位
置
を
測
定

す
る
機
器
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
管
下
の
ゴ
ム
輪
測
定

が
容
易
に
な
っ
た
』『
継
手

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
な
ど
書
類

作
成
の
効
率
化
を
図
る
こ
と

が
で
き
た
』
と
い
う
声
を
聞

い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
業

務
の
効
率
化
に
加
え
、
経
験

の
浅
い
配
管
工
で
も
ミ
ス
な

く
正
確
に
施
工
を
行
え
る
な

ど
、
施
工
品
質
の
向
上
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ク
ラ
ウ
ド
上
で
随
時

施
工
管
理
デ
ー
タ
が
保
存
さ

れ
て
い
く
た
め
、
今
後
は
事

務
所
に
い
て
も
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
工
事
状
況
の
確
認
が
可

能
と
な
り
ま
す
」
と
施
工
管

理
シ
ス
テ
ム
の
メ
リ
ッ
ト
を

挙
げ
る
。

今
後
は
引
き
続
き
Ｇ
Ｘ
形

ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
の
布
設

工
事
で
施
工
管
理
シ
ス
テ
ム

を
使
用
し
て
い
く
方
針
で
、

水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

管
の
布
設
工
事
で
の
適
用
も

検
討
し
て
い
く
と
い
う
。

最
後
に
、
今
後
の
要
望
を

伺
う
と
、
原
施
設
課
長
補
佐

は
「
現
在
は
、
シ
ス
テ
ム
使

用
料
は
技
術
管
理
費
に
て
積

み
上
げ
計
上
し
て
い
ま
す

が
、
技
術
管
理
費
と
し
て
共

通
仮
設
費
率
に
含
ま
れ
る
よ

う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
の
利

用
契
約
は
月
ご
と
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
契
約
期
間
は
月

初
め
か
ら
月
末
ま
で
と
決

ま
っ
て
お
り
、
月
の
途
中
か

ら
の
契
約
も
可
能
に
な
れ
ば

あ
り
が
た
い
で
す
」
と
話
し

て
く
れ
た
。

シ
ス
テ
ム
の
概
要

打
越
委
員
長

施
工
管
理

シ
ス
テ
ム
は
水
道
管
路
工
事

の
現
場
に
お
い
て
、
施
工
管

理
情
報
を
網
羅
的
に
端
末
へ

入
力
し
、
入
力
し
た
情
報
は

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
ー
に
格
納

さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
格
納
さ
れ
た

デ
ー
タ
を
使
っ
て
必
要
な
施

工
管
理
書
類
等
を
自
動
的
に

作
成
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ダ

ク
タ
イ
ル
鉄
管
の
接
合
で

は
、
ゴ
ム
輪
位
置
を
ゲ
ー
ジ

で
測
定
し
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
に
記
入
す
る
と
い

う
作
業
が
必
要
で
し

た
が
、
専
用
の
Ｉ
ｏ

Ｔ
機
器
を
使
用
す
る

と
、
シ
ス
テ
ム
と
の

連
携
に
よ
り
デ
ー
タ

が
自
動
で
反
映
さ
れ

る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま

す
。
格
納
さ

れ
た
施
工
管

理
情
報
は
い

つ
で
も
閲
覧

が
出
来
る
た

め
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
現

場
状
況
を
確

認
す
る
こ
と

が
出
来
ま

す
。特

に
中
小

規
模
の
水
道

事
業
体
は
職

員
減
少
な
ど

に
よ
り
現
場
に
な
か
な
か
行

け
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て

補
完
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
２
０
２
４
年
秋

か
ら
協
会
の
推
奨
技
術
と
な

り
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
水
道

業
界
で
標
準
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
、
普
及
に
力

を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

協
会
の
取
り
組
み

打
越

施
工
管
理
シ
ス
テ

ム
の
特
徴
を
理
解
い
た
だ
く

た
め
に
、
技
術
資
料
の
整
備

を
行
っ
て
お
り
、
技
術
説
明

会
用
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
、

シ
ス
テ
ム
の
概
要
を
説
明
す

る
動
画
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な

ど
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
動

画
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲

覧
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
工
事
事
業
者
の
方
を
対

象
に
行
っ
て
い
る
継
手
接
合

研
修
会
で
も
シ
ス
テ
ム
を

使
用
し
た
接
合
を
標
準
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
お
り
、
日
本

水
道
協
会
の
配
水
管
工
技
能

講
習
会
の
会
場
で
も
シ
ス
テ

ム
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
置
か

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
道
展
、
下
水
道
展

や
協
会
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
実

機
を
展
示
し
、
実
際
に
触
れ

て
も
ら
え
る
機
会
を
作
っ
て

い
ま
す
。

Ｓ　

形
へ
の
対
応
、設

計
支
援
機
能
も
検
討

打
越

シ
ス
テ
ム
は
ダ
ク

タ
イ
ル
鉄
管
の
Ｇ
Ｘ
形
５
０

０
～
１
０
０
０
㍉
に
つ
い
て

も
対
応
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
Ｓ
50
形
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
施
工

管
理
だ
け
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
が
将
来
的
に
は
、
設
計

に
つ
い
て
も
支
援
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

設
計
の
管
割
作
業
は
ル
ー
ル

が
難
し
く
、
実
施
で
き
る
人

が
減
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
を
支
援
す
る
機
能
を
追
加

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
は
施
工
管
理
の

効
率
化
に
寄
与
す
る
た
め
、

工
事
事
業
者
の
方
に
役
立
つ

も
の
で
す
が
、
水
道
事
業
体

に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
確
実
な
施
工

を
担
保
し
、
適
正
な
現
場
管

理
が
行
え
る
こ
と
で
、
安
全

で
強
靭
な
水
道
管
路
が
構
築

で
き
る
点
を
水
道
事
業
体
の

方
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ

う
Ｐ
Ｒ
活
動
を
進
め
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
８

年
度
版
の
水
道
施
設
整
備
費

に
係
る
歩
掛
表
の
技
術
管
理

費
に
は
、
シ
ス
テ
ム
の
使
用

料
を
計
上
で
き
る
よ
う
改
訂

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
辺

り
も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
シ

ス
テ
ム
は
ま
だ
完
成
し
た
ば

か
り
で
、
様
々
な
機
能
を

追
加
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

ご
要
望
を
お
聞
か
せ
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

職
員
、
工
事
事
業
者
の

不
足
が
課
題
に

芳
賀
中
部
上
水
道
企
業
団

は
栃
木
県
の
益
子
町
・
芳
賀

町
・
市
貝
町
の
３
町
が
構
成

団
体
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和

47
年
か
ら
水
道
用
水
供
給
事

業
を
開
始
し
、
平
成
15
年
に

構
成
町
の
水
道
事
業
を
統
合

し
、
末
端
給
水
ま
で
行
う
よ

う
に
な
っ
た
。
水
源
は
地
下

水
が
８
割
、
県
水
受
水
が
２

割
で
、
地
下
水
は
主
に
塩
素

消
毒
で
処
理
し
て
い
る
。
令

和
６
年
度
末
の
給
水
人
口
は

４
万
３
４
１
１
人
、
一
日
最

大
給
水
量
は
１
万
８
５
０
０

立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。
配

水
管
の
延
長
は
５
７
４
・
５

㌔
で
、
管
種
は
ダ
ク
タ
イ
ル

鉄
管
３
５
６
㌔
（
62
％
）、

塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管
１
５
４
㌔

（
26
・
９
％
）、
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
管
62
㌔
（
10
・
８
％
）。

基
幹
管
路
の
耐
震
適
合
率
は

53
・
６
％
と
な
っ
て
い
る
。

管
路
整
備
の
課
題
に
つ
い

て
鈴
木
元
則
・
事
務
局
長
補

佐
兼
工
務
係
長
は
「
法
定
耐

用
年
数
40
年
を
経
過
し
た
老

朽
管
の
更
新
が
財
政
的
な
理

由
で
計
画
通
り
に
進
ん
で
い

ま
せ
ん
。
給
水
管
の
漏
水
が

増
加
し
て
い
て
有
収
率
が
平

成
30
年
度
の
82
％
か
ら
低
下

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

新
規
採
用
職
員
の
募
集
を

行
っ
て
も
応
募
者
が
少
な
く

人
員
確
保
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
工
事
事
業

者
の
不
足
も
重
な
り
十
分
な

管
路
工
事
の
発
注
が
で
き
て

い
ま
せ
ん
」
と
述
べ
る
。
さ

ら
に
、
古
谷
隼
人
・
工
務
係

主
査
は
「
継
手
の
接
合
管
理

に
つ
い
て
、
工
事
の
完
了
図

書
に
お
い
て
接
合
状
況
を
示

す
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
や
写
真

に
不
備
が
見
ら
れ
、
施
工
の

確
実
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る

の
か
疑
念
を
抱
く
こ
と
が
た

び
た
び
あ
り
、
施
工
管
理
、

に
、
今
年
度
か
ら
施
工
管
理

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
施

工
管
理
シ
ス
テ
ム
を
提
供
で

き
る
企
業
か
ら
見
積
書
を
徴

収
す
る
と
と
も
に
、
接
合
時

に
ゴ
ム
輪
位
置
を
測
定
す
る

機
器
の
カ
タ
ロ
グ
提
供
を
受

け
る
な
ど
の
情
報
収
集
を

行
っ
た
。

見
積
徴
収
の
際
の
条
件
明

示
に
つ
い
て
、
大
屋
敷
主
査

は
「
日
本
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管

協
会
発
行
の
接
合
要
領
書
に

定
め
ら
れ
た
正
し
い
施
工
手

順
に
従
い
、
施
工
管
理
情
報

が
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
入

力
可
能
で
あ
る
こ
と
や
接
合

要
領
書
が
ア
プ
リ
上
で
確
認

で
き
る
こ
と
、
入
力
し
た
接

合
チ
ェ
ッ
ク
結
果
の
合
否
が

画
面
上
で
確
認
可
能
で
あ
る

こ
と
を
条
件
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
不
適
切
な
接
合
を
防

止
す
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
が

可
能
で
あ
る
こ
と
や
施
工
上

重
要
な
管
理
項
目
を
画
面
上

で
明
示
で
き
る
こ
と
も
条
件

に
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
通
信
電
波
が
繋
が
ら

な
い
場
合
を
想
定
し
、
携
帯

端
末
に
一
時
的
な
デ
ー
タ
保

存
が
可
能
で
あ
る
こ
と
と
し

ま
し
た
」
と
説
明
す
る
。
同

市
で
初
め
て
の
取
り
組
み
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
実
際
に

工
事
発
注
へ
反
映
さ
せ
る
際

に
は
、
使
用
実
績
の
あ
る
自

治
体
の
設
計
書
を
参
考
に

し
、
諸
経
費
に
対
す
る
考
え

方
な
ど
方
針
を
定
め
て
積
算

に
反
映
し
た
。　

ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管
の
工
事

に
は
必
須
の
シ
ス
テ
ム
に

横
手
市
で
は
昨
年
６
月
頃

か
ら
、
Ｇ
Ｘ
形
ダ
ク
タ
イ
ル

鉄
管
の
布
設
工
事
に
お
い

て
、
施
工
管
理
シ
ス
テ
ム
の

使
用
の
可
否
は
着
手
前
に
工

事
事
業
者
と
打
ち
合
わ
せ
を

し
て
決
め
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
の
工
事
で
は
、
９
割
以
上

の
工
事
事
業
者
が
施
工
管
理

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
施
工

管
理
を
実
施
し
て
い
る
と
い

う
。
水
道
課
で
は
、
施
工
管

理
シ
ス
テ
ム
の
使
用
実
績
の

あ
る
各
社
に
ア
ン
ケ
ー
ト
や

電
話
で
感
想
や
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

泉
主
任
は
「
工
事
事
業
者

か
ら
は
、
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

『
略
図
精
度
が
高
く
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
の
作
成
時
間
が
短

縮
で
き
る
』、『
結
果
を
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
バ
ー
に
送
れ
ば
、

継
手
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
や
工

事
日
報
、
配
管
図
が
作
成
さ

れ
る
』、『
必
須
項
目
の
入
力

チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
ミ
ス
防

止
、
写
真
の
撮
り
忘
れ
の
防

止
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
』

な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ
ま
し

た
」
と
紹
介
す
る
。

続
け
て
「
一
方
で
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
な
ど
の
精
密
機
器
を

使
用
し
通
信
環
境
に
依
存
す

る
こ
と
や
、
汚
れ
た
手
で
の

端
末
入
力
が
で
き
な
い
こ

と
、
降
雨
時
に
入
力
画
面
の

雨
粒
に
よ
る
誤
作
動
・
誤
入

力
な
ど
の
作
業
環
境
上
の
特

性
に
よ
り
使
い
に
く
い
と
の

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
は
、
従
来
の
紙
媒
体
か
ら

の
変
更
に
対
す
る
戸
惑
い
や

不
慣
れ
な
部
分
が
影
響
し
て

い
る
面
も
あ
り
ま
す
」
と
分

析
す
る
。

今
後
に
つ
い
て
、
大
屋
敷

主
査
は
「
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管

の
工
事
発
注
に
お
い
て
は
使

用
が
必
須
の
シ
ス
テ
ム
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
」

と
の
感
想
を
述
べ
た
ほ
か
、

将
来
的
に
は
入
力
に
よ
り
自

動
で
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
落
と
し
込
む

こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
り
、

ソ
フ
ト
の
操
作
性
が
さ
ら
に

向
上
す
る
こ
と
で
、
よ
り
使

い
や
す
い
も
の
に
な
る
の
で

は
と
期
待
を
込
め
た
。

ま
た
、
泉
主
任
は
「
最
初

は
不
慣
れ
で
す
の
で
、
メ
ー

カ
ー
か
ら
施
工
管
理
シ
ス
テ

ム
に
対
す
る
講
習
会
を
必
ず

行
い
、
工
事
事
業
者
の
中
に

施
工
管
理
シ
ス
テ
ム
を
扱
え

る
人
材
を
複
数
名
確
保
し
た

方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
サ

イ
ト
チ
ェ
ッ
カ
ー
な
ど
施
工

管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
は

一
定
の
費
用
が
か
か
る
こ
と

に
も
留
意
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
」
と
導
入
を
検
討

す
る
事
業
体
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
送
っ
た
。

完
了
図
書
の
質
の
均
一
化
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
」
と

話
す
。

事
務
所
で
工
事
状
況
の

確
認
が
可
能

こ
の
よ
う
な
課
題
を
抱
え

て
い
た
令
和
３
年
に
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
施
工
管
理
に

つ
い
て
管
材
メ
ー
カ
ー
の
営

業
社
員
か
ら
紹
介
さ
れ
た
。

古
谷
主
査
は
「
継
手
管
理
が

不
安
と
伝
え
た
と
こ
ろ
、
施

工
管
理
シ
ス
テ

ム
を
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
シ
ス

テ
ム
は
工
事
事

業
者
が
継
手
の

写
真
を
撮
ら
な

い
と
先
に
進
め

な
い
た
め
、
施

工
箇
所
が
視
覚

的
に
確
認
で

き
、
不
安
は
解

消
さ
れ
る
と
聞

き
ま
し
た
。
ま

た
、
工
事
現
場

で
携
帯
端
末
に

入
力
し
た
施
工
管
理
情
報
に

基
づ
き
、
施
工
管
理
書
類
が

自
動
で
作
成
で
き
ま
す
。
施

工
に
つ
い
て
も
ゴ
ム
輪
位
置

を
測
定
す
る
機
器
は
ボ
タ
ン

操
作
だ
け
な
の
で
簡
単
に
測

定
で
き
ま
す
。
書
類
の
信
頼

性
が
向
上
し
、
発
注
者
側
か

ら
す
る
と
チ
ェ
ッ
ク
労
力
が

な
く
な
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
、
使
っ
て
み
よ
う
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

と
話
す
。

実
際
の
工
事
で
試
行
的
に

初
め
て
使
っ
た
の
が
令
和
５

年
度
で
、
数
社
の
工
事
事
業

者
が
使
用
し
た
。
令
和
６
年

度
に
本
格
採
用
と
な
り
、
工

事
事
業
者
向
け
の
説
明
会
を

開
き
、
デ
モ
を
実
施
し
た
。

説
明
会
に
は
24
社
が
参
加

し
、「
操
作
方
法
に
不
安
が

あ
る
」
と
の
声
が
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
、
実
際
に
現
場

で
使
っ
て
み
る
と
「
慣
れ
が

必
要
だ
が
、
操
作
性
に
問
題

は
な
い
」、「
ゴ
ム
輪
位
置
を

測
定
す
る
機
器
を
使
う
と
ゴ

ム
輪
位
置
を
確
実
に
測
定
で

き
施
工
品
質
の
向
上
に
つ
な

が
る
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ

た
。
特
記
仕
様
書
に
施
工
管

理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ

と
を
明
記
し
て
お
り
、
令
和

６
年
度
は
12
件
、
令
和
７
年

度
は
７
件
、
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄

管
と
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の
布

設
工
事
に
お
い
て
、
施
工
管

理
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い

る
。採

用
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
古
谷
主
査
は
「
発
注
者
側

と
し
て
は
施
工
の
確
実
性
が

担
保
さ
れ
る
こ
と
、
現
場
に

行
か
な
く
て
も
工
事
の
状
況

を
確
認
で
き
る
こ
と
と
い
う

利
点
が
あ
り
ま
す
。
工
事
事

業
者
側
と
し
て
は
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
の
自
動
作
成
に
よ

り
、
書
類
作
成
の
手
間
が
軽

減
さ
れ
た
こ
と
、
配
管
変
更

が
あ
っ
た
場
合
で
も
自
動
で

配
管
図
を
作
成
で
き
る
の
で

配
管
ミ
ス
が
起
こ
り
に
く
い

こ
と
で
す
。
む
し
ろ
経
験
が

少
な
い
工
事
事
業
者
か
ら
、

施
工
管
理
シ
ス
テ
ム
の
使
用

に
よ
り
確
実
な
施
工
が
で
き

ま
し
た
、
と
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
」
と
述
べ
る
。

さ
ら
な
る
サ
ポ
ー
ト
体
制

の
充
実
を

メ
ー
カ
ー
へ
の
要
望
に
つ

い
て
古
谷
主
査
は
「
工
事
事

業
者
か
ら
は
、
初
め
て
使
用

す
る
際
や
複
雑
な
配
管
を
す

る
時
等
は
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
よ
り
丁
寧
な
サ

ポ
ー
ト
を
い
た
だ
け
る
よ
う

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
ｉ
Ｏ
Ｓ
限
定
な
の
で
ア

ン
ド
ロ
イ
ド
で
も
使
え
る
よ

う
に
な
る
と
事
業
者
も
助
か

る
と
思
い
ま
す
」、
ま
た
、

「
シ
ス
テ
ム
に
て
作
成
さ
れ

た
配
管
図
に
つ
い
て
、
現
状

使
用
材
料
の
記
号
の
み
が
表

示
さ
れ
る
仕
様
と
な
っ
て
い

ま
す
。
工
事
日
報
と
照
合
す

る
の
で
内
容
は
分
か
り
ま
す

が
、
材
料
の
名
前
や
寸
法
、

切
管
延
長
等
が
表
示
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
と
、
工
事
完
了

図
書
用
の
書
類
と
し
て
も
問

題
な
い
質
と
な
り
、
発
注
者

側
と
し
て
も
あ
り
が
た
い
で

す
」
と
話
す
。

最
後
に
鈴
木
事
務
局
長
補

佐
は
「
同
シ
ス
テ
ム
は
発
注

者
側
、
受
注
者
側
双
方
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
今
後
も
継

続
し
て
採
用
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
実
際
に
使
用
す
る
工

事
事
業
者
の
意
見
を
参
考

に
、
さ
ら
に
便
利
に
な
る
よ

う
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
水

道
事
業
は
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
の
で
何
が
一
番
現
場
の

助
け
に
な
る
か
常
に
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
述
べ

た
。

施工管理システムの概要について
日本ダクタイル鉄管協会管路技術委員会委員長

打越 聡氏に聞く

IoT機器との連携で、数値計測を正確に管理

施
工
情
報
入
力
用
端
末
の
例

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
作
成
時
間
短
縮

ミ
ス
防
止
し
施
工
品
質
向
上
へ

業
務
効
率
化
、品
質
向
上
へ

技
術
継
承
の
課
題
に
対
応

鈴木事務局長補佐古谷工務係主査

施
工
の
確
実
性
を
担
保

発
注
者
、工
事
事
業
者
の
双
方
に
メ
リ
ッ
ト

施工管理システム
動画 ＱＲコード

（左から）安田主査、山口主事、村田主任主査、原施設課長補佐

接合時にゴム輪位置を測定

施工管理システムの使用の様子

ゴム輪の位置を測定して確認

工事現場でタブレットを使用し施工を確認

泉主任 大屋敷主査

横
手
市
上
下
水
道
部

芳
賀
中
部
上
水
道
企
業
団

姶
良
市
水
道
事
業
部

効率的な水道管路工事に寄与する「施工管理システム」

事務所で工事の状況を確認することができる

水
道
業
界
の
標
準
技
術
へ

令
和
８
年
度
よ
り
使
用
料
の
計
上
が
可
能
に

50


